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第
四
五
六
回 

青
葉
会
句
会
報 

 

令
和
六
年
四
月
二
十
六
日(

金)  
 

於
：
世
田
谷
区
施
設
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

 
 

選 
 
 

者 

川
口
孤
舟 

参 
加 
者 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

 

佐
藤
た
だ
し
げ 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 
今
井
紀
久
男 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

 
福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

 
山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 
 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
く
す
お 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

朱
牟
田
恵
洲 

 

高
橋
清
子 

 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

【 

互 

選 

句 

】
〇
は
会
員
選
者
の
「
天
」 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

十
二
点 

 

し
や
が
み
込
み
子
猫
を
囲
む
ラ
ン
ド
セ
ル 

 

康
敏 

（
紀
・
忠
・
と
・
孝
・
恵
・
清
・
堂
・
允
・ 

百
・
規
・
け
・
天
） 

 

十
一
点 

◎
陽
炎
や
更
地
と
な
り
し
生
家
跡 

 
   

      
昇 

（
紀
・
孤
・
く
・
と
・
恵
・
康
・
己
・
び
・ 

允
・
百
・
亜
） 

 

十
点 

 
 
 

酒
断
ち
て
長
屋
の
花
見
と
な
り
に
け
り 

 

紀
久
男 

（
そ
・
く
す
・
〇
健
・
た
・
ゆ
・
龍
・
己
・
啓
・ 

亜
・
盛
） 

 

九
点 

 
  

雑
踏
に
生
き
て
卒
寿
や
名
草
の
芽 

 
 
 
  

盛
雄 

（
〇
く
す
・
〇
紀
・
健
・
龍
・
康
・
ゆ
・
允
・ 

百
・
三
） 

 

八
点 

 
  

ふ
る
さ
と
の
桜
に
逢
ひ
に
旅
支
度 

 
 
    

忠
彦 

（
紀
・
千
・
孝
・
た
・
清
・
國
・
昇
・
天
） 

長
閑
さ
や
難
儀
し
て
切
る
足
の
爪 

 
 

 
 
 
 

盛
雄 

（
そ
・
く
す
・
紀
・
允
・
恵
・
正
・
啓
・
規
） 

 

七
点 

 
  

卒
業
す
愚
息
の
愚
の
字
と
れ
ぬ
ま
ま 

 
    

孤
舟 

（
く
す
・
紀
・
忠
・
健
・
恵
・
堂
・
百
） 

帰
ら
ざ
る
河
に
委
ね
し
花
筏 

 
 
 
 
  

 

健
介  

（
紀
・
忠
・
五
・
と
・
雅
・
び
・
允
） 

縄
文
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ふ
く
よ
か
春
う
ら
ら 

 

啓
子  

（
そ
・
規
・
〇
千
・
恵
・
康
・
隆
・
け
） 

春
光
や
心
地
よ
き
椅
子
我
が
居
場
所 

  
 
 

天
牛 

（
紀
・
千
・
龍
・
ゆ
・
雅
・
國
・
正
） 

 

六
点 

 

◎
昭
和
の
日
今
日
の
お
昼
は
ボ
ン
カ
レ
ー 

  

と
み
子  

（
紀
・
孤
く
・
〇
己
・
〇
正
・
啓
・
亜
） 

◎
黒
板
に
教
師
の
氏
名
朝
桜 

 
  

 
 
   

 

康
敏 

（
忠
・
孤
・
く
・
清
・
隆
・
天
） 

 
     

     

春
の
雲
マ
マ
ご
め
ん
ね
と
夫
逝
け
り 

 
 

け
い
子  

（
紀
・
忠
・
五
・
堂
・
正
・
啓
） 

 

五
点 

 

◎
鳥
雲
に
托
鉢
僧
の
美
髯
か
な 

 
 
 
 
 

く
に
お 

（
紀
・
孤
・
堂
・
啓
・
け
） 

◎
花
び
ら
を
耳
に
留
め
て
羅
漢
さ
ん 

 
   

と
み
子 

（
紀
・
五
・
孤
・
隆
・
び
） 

箱
車
園
児
を
乗
せ
て
花
の
中 

 
 
 
 
   

び
ん 

（
そ
・
紀
・
康
・
正
・
〇
規
） 

 

四
点 
 
 

愛
犬
の
墓
に
タ
ン
ポ
ポ
ま
た
咲
き
ぬ 

 
 
 

忠
彦 

（
紀
・
千
・
國
・
天
） 

八
朔
を
剝
く
拇
指
を
怒
ら
せ
て 

 
 
 
 
 

孤
舟 

（
孝
・
堂
・
〇
昇
・
け
） 
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銀
輪
の
ス
ポ
ー
ク
光
る
東
風
の
土
手 

 
 
 

 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
た
・
清
・
昇
） 

救
は
れ
し
医
師
の
一
声
藤
の
花 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
く
す
・
〇
孝
・
隆
・
盛
） 

◎
世
の
憂
さ
を
知
る
や
知
ら
ず
や
山
桜 

 
 
 
 

堂
哉 

 

（
孤
・
清
・
規
・
天
） 

◎
初
デ
ー
ト
の
フ
レ
ア
ス
カ
ー
ト
風
光
る 

 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
孤
・
く
・
隆
） 

 
 
 
 
  

虫
干
し
や
五
七
の
桐
の
古
羽
織 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 

（
紀
・
龍
・
恵
・
三
） 

西
行
を
気
取
り
華
や
ぐ
花
の
旅 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
そ
・
紀
・
び
・
盛
） 

庭
蘇
芳
（
に
わ
す
お
う

）
古
人
（
い
に
し
え
び
と

）
の
春
袴 

 

啓
子 

（
紀
・
〇
と
・
孝
・
三
） 

亡
き
妻
の
風
そ
よ
そ
よ
と
花
は
葉
に 

 
 
 
 

規
雄 

 

（
紀
・
く
・
昇
・
三
） 

 

三
点 

 
 

膝
を
突
き
目
線
合
わ
せ
る
両
陛
下 

 
     

紀
久
男 

 

（
忠
・
と
・
隆
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
春
の
能
登
見
舞
い
） 

藤
房
の
む
ら
さ
き
濃
く
し
水
に
影 

 
 
    

く
に
お 

 

（
紀
・
五
・
た
） 

目
黒
川
人
と
花
と
に
埋
れ
て 

 
 
        

と
み
子 

 

（
紀
・
國
・
び
） 

桜
蕊
ふ
る
宴
の
果
つ
る
が
ご
と 

 
       

  

千
恵 

 

（
紀
・
と
・
〇
三
） 

◎
あ
り
え
な
い
夢
見
続
け
て
大
朝
寝 

       
   

仝 
 

（
孤
・
〇
五
・
〇
盛
） 

ム
ー
ミ
ン
の
飛
び
出
す
絵
本
蝶
の
昼 

 
      

康
敏 

 

（
紀
・
五
・
け
） 

老
い
て
坂
い
さ
さ
か
危
う
し
花
並
木 

 
    

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
龍
・
國
） 

裏
山
と
歌
う
や
庭
の
若
葉
達 

 
 
 

 
 
 
 
 
  

雅
夫 

 
 

（
紀
・
龍
・
己
） 

花
見
上
げ
こ
れ
が
最
後
か
酒
含
む 

 
       

國
護 

 
（
紀
・
己
・
雅
） 

遅
か
り
し
九
段
の
森
の
花
便
り 

 
 
 
     

び
ん 

 

（
千
・
け
・
盛
） 

綻
び
し
ガ
ザ
の
約
定
鳥
雲
に 

 
 
 
 
     

 

仝 
 

（
紀
・
啓
・
允
） 

 

児
童
ら
の
は
し
ゃ
ぐ
声
す
る
春
時
雨 

 
    

百
合
子 

 

（
紀
・
た
・
雅
） 

◎
鶯
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
ら
し
き
節
ま
わ
し       

 
 

仝 
 

（
く
す
・
紀
・
孤
） 

混
沌
の
世
に
飛
ぶ
黄
砂
お
ぼ
ろ
月 

 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
己
・
正
・
規
） 

友
と
せ
し
植
物
図
鑑
風
光
る 

 
 
 
 
 
 
   

仝   

（
紀
・
千
・
天
） 

 

二
点 

 
 

ア
メ
リ
カ
で
通
訳
の
詐
欺
四
月
馬
鹿 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
昇
） 

落
城
の
ご
と
崩
れ
ゆ
く
蜃
気
楼 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
規
・
盛
） 

壺
焼
の
潮
煮
零
れ
波
の
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
清
・
亜
） 

春
の
航
異
国
の
人
に
囲
ま
れ
て 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
康
） 

牡
丹
に
小
さ
き
傘
さ
す
古
き
苑 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
び
） 

人
恋
し
窓
辺
の
猫
に
春
夕
焼 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
た
・
百
） 

 
 

 
 

 
 
  

雨
に
会
い
や
が
て
川
面
に
花
筏 

 
 
 
  

た
だ
し
げ 

 
 

（
國
・
亜
） 

 
 
 

 
 
  

庭
に
咲
く
菜
の
花
鳥
が
啄
ば
め
り 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
雅
） 

謝
恩
会
ス
マ
ホ
に
残
る
淡
き
恋 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
  

（
康
・
堂
） 

若
竹
や
長
所
を
伸
ば
し
た
方
が
良
い 

 
 
 
 

正
明 

   

（
紀
・
健
） 

亡
き
妻
の
風
吹
き
渡
り
野
に
山
に 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
そ
・
健
） 

儚
さ
を
纏
ひ
て
花
の
十
重
二
十
重 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
昇
） 

ど
う
だ
ん
や
ま
ろ
き
姿
に
小
さ
き
花 

 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
雅
） 

 

一
点 
 

 

到
来
の
棒
鱈
昼
餉
に
舌
鼓 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

 
 

（
く
） 

◎
昭
和
の
日
何
の
祝
日
知
ら
ぬ
子
等 

 
 
 
 
  

忠
彦 

 
 
 
 

（
孤
） 
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朝
に
窓
開
け
て
囀
り
聞
く
楽
し 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

（
孝
） 

一
条
の
護
摩
焚
く
煙
春
の
山 

 
 
 
 
  

 

五
郎
太 

 
      

（
百
） 

つ
ち
ふ
る
や
広
島
京
都
横
浜
も 

 
 
 

  
 
 
 

仝 
 
 

 
  

（
紀
） 

 

柔
き
鰆
の
た
た
き
酒
も
よ
し 

 
 
 
 
 

  
 
 

仝 
 
 
 
 

（
亜
） 

遠
く
か
ら
ロ
バ
の
パ
ン
屋
の
朧
か
な 

 
 
 
 

と
み
子 

       

（
紀
） 

た
ん
ぽ
ぽ
や
手
折
り
た
く
な
る
そ
の
黄
色 

 
  

千
恵 

 
      

（
紀
） 

玉
孝
や
久
に
揃
ひ
て
春
歌
舞
伎 

 
 
 
 
 
  

 

仝 
 
 
   

（
紀
） 

備
讃
瀬
戸
波
静
か
な
り
春
の
海 

 
 
 
  

た
だ
し
げ 

 
 
    

(

ゆ) 

雨
上
が
り
満
天
星
の
花
白
い
鈴 

 
 
  

 
 
 
 

仝 
 
 
    

（
紀
） 

清
明
の
細
か
い
雨
や
未
だ
遠
し 

 
  

 
 
 
 
 

仝 
 
 
   

（
三
） 

文
旦
の
香
り
懐
か
し
春
来
た
る 

 
 
  

 
 
 
 

仝 
 
   

 

（
ゆ
） 

走
る
距
離
い
つ
も
と
同
じ
春
暑
し 

 
  

 
 
 

正
己 

   
 
 

（
紀
） 

◎
磯
の
香
や
ほ
の
か
に
香
る
若
布
汁    

 
 
 

ゆ
た
か 

   
 
 

（
孤
） 

若
緑
鳥
二
羽
と
ま
り
ゆ
れ
る
枝 

 
 
 
  

 
 

雅
夫 

   
    

（
紀
） 

卒
業
す
振
袖
袴
今
高
女 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

國
護 

 
   

 

（
健
） 

壺
焼
き
の
潮
香
に
登
る
島
の
茶
屋 

 
 
  

 
 

び
ん 

 
     

（
ゆ
） 

能
登
の
災
浄
め
行
く
か
に
春
一
番 

 
 
 

  
 

盛
雄 

 
  

 
 

（
紀
） 

オ
ー
タ
ニ
サ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
五
本
四
月
馬
鹿 

  

天
牛 

 
 
 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
四
月
一
日
の
段
階
で
・
・
一
日
に
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

 
 

評
】 

十
二
点
句 

し
や
が
み
込
み
子
猫
を
囲
む
ラ
ン
ド
セ
ル 

 

康
敏 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
仔
猫
の
鳴
き
声
や 

児
童
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
一
年
坊
主
か
。
大
き
す
ぎ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
が
微
笑
ま
し
い 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
季
語
が
利
い
て
い
ま
す
ね
。
子
供
達
の
笑
顔
や
声
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た 

百
合
子
さ
ん
・
・
子
供
が
子
猫
を
可
愛
が
る
様
子
が
ま
た
可
愛
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
で
し
ょ
う
ね
。
身
体
よ
り
大
き
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
並
ん
で
い
ま
す
。 

 

十
一
点
句 

陽
炎
や
更
地
と
な
り
し
生
家
跡 
 
   

   
 

昇 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
家
を
取
り
壊
さ
れ
た
跡
地
が
陽
炎
の
中
で
揺
ら
い
で
い
る
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
長
閑
な
春
景
色
の
中
の
寂
し
さ
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
陽
炎
が
立
ち
の
ぼ
る
く
ら
い
だ
か
ら
広
い
土
地
だ
。
新
居
を
建
て
る
の
か
、
或
い
は 

ア
パ
ー
ト
を
、
ま
た
は
売
却
し
て
し
ま
う
の
か
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
陽
炎
で
す
べ
て
を
言
い
表
し
て
い
ま
す
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
日
本
中
で
増
加
中
。
さ
れ
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
深
き
感
慨
。 

 

十
点
句 

 

酒
断
ち
て
長
屋
の
花
見
と
な
り
に
け
り 

 

紀
久
男 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
酒
を
断
っ
て
の
己
が
花
見
を
落
語
「
長
屋
の
花
見
」
に
見
立
て
て
の
発
想
が
面
白
い
。 

健
介
さ
ん
・
・
・
落
語
の
中
の
世
界
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
の
で
し
ょ
う
が
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ 

ん
。 
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龍
平
さ
ん
・
・
・
往
年[

舞
踏
会
の
手
帖]

な
る
デ
ュ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
エ
の
映
画
が
あ
っ
た
。
昔
の
彼
女
が
貴
殿
の 

今
を
想
い
だ
し
て
い
ま
す
よ
！ 

エ
ッ 

今
井
さ
ん
？ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
い
さ
さ
か
も
の
さ
び
し
い
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
自
嘲
。
さ
れ
ど
謹
ん
で
同
情
申
し
上
げ
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
ど
の
よ
う
な
会
話
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
愉
し
い
佳
句
。 

 

九
点
句 

 

雑
踏
に
生
き
て
卒
寿
や
名
草
の
芽 

 
 
 
   

盛
雄 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
卒
寿
の
身
と
名
草
の
芽
の
取
り
合
わ
せ
。
九
十
歳
を
超
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
だ
の
気
力
が 

漲
っ
て
い
る
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
卒
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
穏
や
か
で
深
い
心
境
！ 

 

 

八
点
句 

 

ふ
る
さ
と
の
桜
に
逢
ひ
に
旅
支
度 

 
 
  

   

忠
彦 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
桜
の
季
節
に
故
郷
に
帰
る
わ
く
わ
く
感
が
感
じ
ら
れ
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
よ
っ
ぽ
ど
立
派
な
桜
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
旅
支
度
が
い
い
で
す
ね
。 

長
閑
さ
や
難
儀
し
て
切
る
足
の
爪 

 
 

  
 
 
 

盛
雄 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
よ
ー
く
わ
か
り
ま
す
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
年
寄
り
の
実
感
を
ユ
ー
モ
ア
を
込
め
て
美
事
に
表
現
し
て
い
る
。 

 

七
点
句 

 

卒
業
す
愚
息
の
愚
の
字
と
れ
ぬ
ま
ま 

 
   

   

孤
舟 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
本
当
は
結
構
自
慢
の
倅
？ 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
面
白
い
！
ご
自
身
？
息
子
さ
ん
？ 

百
合
子
さ
ん
・
・
謙
遜
し
つ
つ
も
ご
子
息
の
成
長
に
対
す
る
情
愛
を
感
じ
ま
し
た
。 

縄
文
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ふ
く
よ
か
春
う
ら
ら 

 
 
 

啓
子   

千
恵
さ
ん
・
・
・
以
前
縄
文
展
を
見
に
行
っ
た
時
に
そ
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
可
愛
ら
し
い
姿
に
縄
文
人
の 

表
現
力
の
豊
か
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
春
う
ら
ら
で
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
縄
文
人
に
と
っ
て
は
、
美
人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
八
ヶ
岳
山
麓
で
発
掘
さ
れ
た
妊
婦
の
土
偶
は
、
大
き
な
お
尻
で
全
体
が
ふ
く
よ
か
だ
。 

季
語
が
効
い
て
い
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
埴
輪
の
造
形
に
想
像
が
尽
き
な
い
。 

春
光
や
心
地
よ
き
椅
子
我
が
居
場
所 

  
 
 
 

天
牛 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
戸
建
て
の
お
家
の
廊
下
に
置
か
れ
た
籐
椅
子
に
い
つ
も
座
っ
て
春
陽
を
浴
び
て
穏
や
か 

な
時
間
を
過
ご
す
。
正
に
春
う
ら
ら
で
す
ね
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
私
も
こ
の
春
息
子
に
ニ
ト
リ
の
椅
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
目
の
前
で30

分
で
組
み
立 

て
て
く
れ
た
モ
ダ
ン
な
品
。
ま
あ
ヨ
カ
気
分
で
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
椅
子
に
座
っ
て 

花
を
愛
で 

鳥
の
声
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か 

 

六
点
句 

 

昭
和
の
日
今
日
の
お
昼
は
ボ
ン
カ
レ
ー 

 
 
 

と
み
子   

孤
舟
選
者
・
・
・
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
ま
ず
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
昭
和
を
象
徴
す
る
レ
ト
ル
ト
食
品
で
す
よ
ね
。 

家
で
昼
食
と
な
る
と
残
り
物
の
ご
は
ん
に
つ
い
つ
い
こ
う
な
り
が
ち
で
す
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
は
し
り
で
す
。
良
く
も
悪
く
も
イ
ン
ス
タ
ン
ト
な
世
相
に
な
っ
て
し
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ま
い
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
お
忘
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
松
山
容
子
さ
ん
で
し
た
。 

黒
板
に
教
師
の
氏
名
朝
桜 

 
  

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
新
一
年
生
の
初
め
て
の
授
業
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
東
京
都
は
教
師
の
定
員
不
足
で
新
年
度
が
始
ま
っ
た
。
昨
今
聖
職
に
は
遠
い
仕
事
に
な
っ    

た
。
全
国
の
新
人
教
師
に
エ
ー
ル
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
多
分
我
々
の
年
代
の
方
の
句
だ
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
も
こ
ん
な
情
景
を
お
ぼ
え
て
お
ら 

れ
た
も
の
で
す
ね
。
感
心
し
ま
し
た
。 

 
     

  
 

春
の
雲
マ
マ
ご
め
ん
ね
と
夫
逝
け
り 

 
 

け
い
子 

  
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
な
か
な
か
詠
み
難
い
状
況
で
す
が
、
簡
潔
な
句
に
愛
情
と
哀
し
み
を
感
じ
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
併
せ
て
、
あ
り
が
と
う
で
す
か
ね
。 

 

五
点
句 

 

鳥
雲
に
托
鉢
僧
の
美
髯
か
な 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
剃
髪
の
僧
も
ヒ
ゲ
は
自
由
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
豊
中
で
は
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
京
都
に
勤
め
て
い
た
頃
は
何
度
か
見
掛
け
ま
し 

た
。
朝
早
く
列
を
な
し
て
オ
ー
オ
ー
と
声
を
発
し
な
が
ら
行
く
後
ろ
姿
を
思
い
出
し
ま
し 

た
。 

花
び
ら
を
耳
に
留
め
て
羅
漢
さ
ん 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
五
百
羅
漢
の
中
に
は
確
か
に
耳
朶
の
大
き
な
像
も
多
い
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
五
百
羅
漢
で
し
ょ
う
か
。
落
花
の
時
期
の
優
し
い
句
。
角
川
歳
時
記
第
五
版
で
は
、 

「
花
び
ら
」
は
連
句
で
は
季
の
詞
だ
が
、
俳
句
で
は
桜
と
特
定
で
き
な
い
と
し
て
い
ま
す
が
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
止
め
て
」
の
方
が
偶
然
を
表
し
て
い
い
。
車
の
ト
ラ
ン
ク
の
溝
に
桜
の
花
び
ら
が
あ
っ
た
。 

こ
う
い
う
花
び
ら
と
の
出
会
い
も
あ
る
。 

箱
車
園
児
を
乗
せ
て
花
の
中 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

   
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
桜
咲
く
公
園
に
園
児
た
ち
を
乗
せ
た
箱
車
を
保
母
さ
ん
が
押
し
て
き
た
。
可
愛
い
ら
し
い 

光
景
だ
。
残
念
な
こ
と
に
、
上
五
と
下
五
を
入
れ
替
え
て
も
句
が
成
立
す
る
「
観
音
開 

き
」
の
句
で
す
。
桜
を
主
題
に
し
て
「
花
吹
雪
園
児
乗
せ
た
る
箱
車
」
で
は
。 

規
雄
さ
ん
・
・
・
桜
並
木
の
下
を
箱
車
に
乗
せ
ら
れ
た
園
児
等
が
、
大
は
し
ゃ
ぎ
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
。 

そ
ん
な
光
景
が
見
え
る
よ
う
で
す
。 

 

四
点
句 

 

愛
犬
の
墓
に
タ
ン
ポ
ポ
ま
た
咲
き
ぬ 

 
 
 

忠
彦 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
可
愛
が
っ
て
い
た
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
お
墓
に
供
花
の
ご
と
く
可
憐
な
タ
ン
ポ
ポ
が
あ
る
の
で 

す
。
タ
ン
ポ
ポ
似
合
い
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
何
年
も
忘
れ
ら
れ
な
い
可
愛
が
っ
て
い
た
犬
を
タ
ン
ポ
ポ
も
忘
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。 

八
朔
を
剝
く
拇
指
を
怒
ら
せ
て 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
下
五
が
面
白
い
で
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
下
５
が
絶
妙
。
向
き
に
な
っ
て
固
い
皮
を
剥
い
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

銀
輪
の
ス
ポ
ー
ク
光
る
東
風
の
土
手 

 
 
 

孤
舟 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
・
春
の
風
を
受
け
な
が
ら
自
転
車
で
土
手
を
走
る
風
景
が
清
々
し
い 

救
は
れ
し
医
師
の
一
声
藤
の
花 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
医
師
の
一
声
は
、
大
病
を
患
っ
て
い
る
身
に
と
っ
て
何
よ
り
も
救
い
に

な
る
。
藤
の
花
に
癒
さ
れ
ま
す
。
実
感
で
す
。 
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隆
さ
ん
・
・
・
・
人
は
結
局
死
ぬ
定
め
。
そ
れ
で
も
医
師
の
言
葉
で
延
命
に
救
い
を
得
る
。 

世
の
憂
さ
を
知
る
や
知
ら
ず
や
山
桜 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
山
桜
は
人
間
界
の
俗
事
に
お
構
い
な
く
、
季
節
が
く
れ
ば
健
気
に
咲
く
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
世
の
中
の
喜
び
も
、
憂
き
こ
と
も
す
べ
て
知
っ
て
い
て
、
じ
っ
と
何
十
年
生
き
て
い
る
の
で 

す
ね
。 

初
デ
ー
ト
の
フ
レ
ア
ス
カ
ー
ト
風
光
る 

 
 
 

堂
哉 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
風
に
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
靡
か
せ
て
。
青
春
性
が
眩
し
い
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
「
風
光
る
」
を
上
五
に
し
て
、
下
五
に
「
初
デ
ー
ト
」
に
し
た
ら
三
段
切
れ
に
な
る
で 

し
ょ
う
か
？ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
な
ぜ
か
女
性
は
昔
の
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
古
着
の
整
理
の
光
景
か
も
。 

紀
久
男
・
・
・
・
一
句
の
中
に
二
つ
の
片
仮
名
は
避
け
る
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
捨
て
が
た
い
。 

 
 
 
 
 
 

虫
干
し
や
五
七
の
桐
の
古
羽
織 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
五
七
の
桐
の
紋
は
、
世
が
世
な
れ
ば
高
貴
の
家
柄
か
な
。 

庭
蘇
芳
（
に
わ
す
お
う

）
古
人
（
い
に
し
え
び
と

）
の
春
袴 

  

啓
子 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

い
に
し
え
の
み
や
び
や
か
な
衣
装
や
色
あ
い
を
、
言
葉
で
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

三
点 

 
  

膝
を
突
き
目
線
合
わ
せ
る
両
陛
下 

 
     

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

（
春
の
能
登
見
舞
い
） 

隆
さ
ん
・
・
・
・
元
上
司
は
上
皇
陛
下
の
馬
術
部
後
輩
。
閉
門
後
の
「
岡
山
後
楽
園
」
で
「
こ
れ
が
浩
宮
で
す
」 

と
話
さ
れ
た
と
か
。
陛
下
を
身
近
に
思
う
。「
能
登
の
春
陛
下
の
膝
は
被
災
者
と
」
で
も
。 

藤
房
の
む
ら
さ
き
濃
く
し
水
に
影 

 
 
 
  

く
に
お 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・「
濃
く
し
」
が
効
い
て
い
ま
す
。
日
が
急
に
射
し
た
の
か
、
少
し
日
が
た
ち
色
が
濃
く
な
っ 

た
の
か
。 

桜
蕊
ふ
る
宴
の
果
つ
る
が
ご
と 

 
 
   

   

千
恵 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
満
開
の
桜
の
時
期
か
ら
、
日
常
へ
戻
る
ま
で
の
あ
わ
い
を
、
上
手
に
読
ま
れ
た
と
思
い 

ま
す
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
桜
は
、
日
本
で
は
、
儚
さ
の
象
徴
。
悲
し
い
、
寂
し
い
と
は
異
な
る
独
特
の
無
常
感
・ 

寂
寥
感
を
感
じ
ま
す
。「
荒
城
の
月
」
の
情
景
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

あ
り
え
な
い
夢
見
続
け
て
大
朝
寝 

 
 
 
   

千
恵 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
こ
ん
な
非
現
実
的
な
夢
な
ら
い
つ
ま
で
も
見
て
い
た
い
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ど
ん
な
夢
な
の
で
し
ょ
う
か
？
何
か
と
ぼ
け
て
い
て
、
大
朝
寝
と
い
う
季
語
も
よ
く
合
い
ま 

す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
夢
に
は
何
種
類
か
の
ロ
マ
ン
が
あ
る
も
の
で
す
。
〝
あ
り
え
な
い
夢
〟
が
面
白
い
一
句
。 

ム
ー
ミ
ン
の
飛
び
出
す
絵
本
蝶
の
昼 

 
 
   

康
敏 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
春
で
す
ね
。
楽
し
い
句
で
す
。 

裏
山
と
歌
う
や
庭
の
若
葉
達 

 
 
 

 
  

  

雅
夫 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
自
然
界
の
永
遠
の
巧
ま
ざ
る
所
作
。
政
治
資
金
規
正
法
の
よ
う
な
短
期
ザ
ル
化
と
は 

無
縁
。 

遅
か
り
し
九
段
の
森
の
花
便
り 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
近
年
の
桜
は
ほ
ぼ
ほ
ぼ
四
月
に
な
る
前
に
散
っ
て
い
た
の
が
こ
の
令
和
６
年
の
桜
の
開
花 

は
ほ
ぼ
４
月
近
く
で
し
た
。
記
憶
に
残
り
ま
す
ね
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
意
味
深
な
、
何
が
有
っ
た
の
か
で
し
ょ
う
か
。 
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児
童
ら
の
は
し
ゃ
ぐ
声
す
る
春
時
雨 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
急
な
雨
で
戸
外
で
遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち
の
は
し
ゃ
ぐ
声
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
を
感 

じ
る
。 

鶯
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
ら
し
き
節
ま
わ
し 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
鶯
に
も
「
喉
自
慢
」
は
居
る
。 

紀
久
男
・
・
・
・
今
回
の
次
点
と
し
ま
す
。 

混
沌
の
世
に
飛
ぶ
黄
砂
お
ぼ
ろ
月 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
黄
砂
の
た
め
に
朧
月
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
季
重
な
り
で
は
。（
句
会
に
て
も
同
じ 

指
摘
あ
り
） 

友
と
せ
し
植
物
図
鑑
風
光
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

   

千
恵
さ
ん
・
・
・
子
供
の
こ
ろ
か
ら
花
好
き
で
探
求
心
旺
盛
な
お
子
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
図
鑑
携
帯
で
野 

山
を
散
策
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

天
牛
さ
ん
・
・
・
私
は
昆
虫
図
鑑
を
友
と
し
て
肌
身
離
さ
ず
見
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
よ
っ
ぽ
ど
の
植
物 

好
き
の
方
で
し
ょ
う
。 

 

二
点
句 

 

壺
焼
の
潮
煮
零
れ
波
の
音 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

孤
舟 

 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
潮
」
の
ち
ょ
っ
と
大
袈
裟
な
感
じ
が
い
い
。 

春
の
航
異
国
の
人
に
囲
ま
れ
て 

 
 
 
 

 
  

五
郎
太 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
円
安
で
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
て
い
る
。
国
内
空
路
で
も
周
り
の
席
が
外
国
人
に
占 

め
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。 

人
恋
し
窓
辺
の
猫
に
春
夕
焼 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
春
の
夕
焼
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
風
景
が
楽
し
い
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー
の
天
辺
に
座
っ
て
長
い
こ
と
外
を
見
て
い
た
猫
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

近
寄
り
が
た
い
哀
愁
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。 

雨
に
会
い
や
が
て
川
面
に
花
筏 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
一
句
の
中
で
時
間
の
経
過
を
表
す
巧
み
さ
。 

謝
恩
会
ス
マ
ホ
に
残
る
淡
き
恋 

 
 
 
 
 
  

國
護 

 
  

康
敏
さ
ん
・
・
・
謝
恩
会
で
久
し
ぶ
り
に
初
恋
の
人
に
会
っ
た
。
当
時
のL

IN
E

や
映
像
は
ス
マ
ホ
に
残
し
て 

あ
る
。
当
句
会
で
は
珍
し
く
瑞
々
し
い
句
。
尚
、
「
謝
恩
会
」
は
、
会
員
は
美
女
ば
か
り 

（
？
）
だ
っ
た
と
い
う
黛
ま
ど
か
主
宰
の
『
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
』
で
は
春
の
季
語
に
採
用
さ 

れ
て
い
た
が
、
歳
時
記
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
謝
恩
会
が
季
語
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
疑 

問
が
残
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
短
編
小
説
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。 

儚
さ
を
纏
ひ
て
花
の
十
重
二
十
重 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
今
回
の
句
中
の
中
で
、
自
分
と
し
て
天
地
人
で
云
え
ば
「
人
」
。
佳
句
で
す
ね
。 

 

一
点
句 

一
条
の
護
摩
焚
く
煙
春
の
山 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
      

百
合
子
さ
ん
・
・
場
所
は
ど
こ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。 

柔
き
鰆
の
た
た
き
酒
も
よ
し 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
柔
ら
か
さ
が
身
上
。
酒
も
ち
ょ
っ
と
甘
め
が
よ
ろ
し
く
て…

。 

備
讃
瀬
戸
波
静
か
な
り
春
の
海 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
春
の
海
の
、
の
た
り
の
た
り
し
た
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す 
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文
旦
の
香
り
懐
か
し
春
来
た
る 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
私
も
懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

※
孤
舟
選
者
＆
康
敏
さ
ん
・
・
・
文
旦
は
秋
の
季
語
で
す
。 

磯
の
香
や
ほ
の
か
に
香
る
若
布
汁 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
磯
の
香
と
若
布
汁
の
香
が
溶
け
合
う
。 

壺
焼
き
の
潮
香
に
登
る
島
の
茶
屋 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
潮
の
香
り
が
た
だ
よ
っ
て
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

🔳 
🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

※
分
か
り
に
く
い
と
感
じ
る
方
は
遠
慮
な
く
、
メ
ー
ル
・
℡080-8870-8201

星
田
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！ 

 

◇
令
和
五
年
五
月
二
十
三(

木) 

恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
年
に
一
度
の
吟
行
を
催
行
し
ま
す
。 

 
 

 

参
加
者
は
全
５
句
の
出
句
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
ま
ず
当
季
雑
詠
２
～
３
句
（
御
参
加
の
旨
を
書
添
え
て
） 

星
田
ま
で
ご
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
吟
行
に
て
の
作
句
分
を
加
え
て
全
５
句
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 

投
句
の
方
は
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
、
２
句
を
目
処
と
し
て
星
田
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

※
当
季
雑
詠
は
先
に
Ｐ
Ｃ
入
力
を
し
て
句
会
時
に
配
布
致
し
ま
す
。 

            

吟
行
で
の
作
句
分
は
句
会
場
に
て
清
記
を
し
て
、
２
種
類
を
同
時
に
ご
覧
い
た
だ
き
選
句
し
ま
す
。 

 

◇
投
句
、
当
日
参
加
者
の
雑
詠
２
～
３
句
、
の
締
め
切
り
は 
五
月
二
十
日
（
月
）
午
前
中 

 
 
 

※
句
会
開
始
前
に
、
句
会
場
に
て
お
弁
当
（
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
）
を
用
意
す
る
関
係
上
、
そ
の
数
を
確
認
す
る
た
め
、
恐

縮
な
が
ら
締
め
切
り
を
通
常
よ
り
一
日
早
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

句
会
場
：
午
後
一
時
か
ら 

東
五
反
田 

 

 
 
 
 

・
・
・
・
吟
行
（
左
記
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
後
と
な
り
ま
す
。 

※ 

句
会
の
み
の
参
加
希
望
者
は
句
会
場
に
て
合
流
。
出
句
は
先
に
当
季
雑
詠
５
句
全
部
い
た
だ
く
も 

良
し
、
吟
行
参
加
者
と
同
じ
よ
う
に
当
季
雑
詠
２
～
３
句
を
先
に
提
出
い
た
だ
き
、
残
り
２
～
３
句 

を
吟
行
の
如
く
、
お
越
し
に
な
る
途
中
に
作
句
さ
れ
た
句
も
勿
論
受
け
付
け
ま
す
。 

 

【 

吟
行
催
行
要
領 

】
五
月
二
十
三
日(

木) 
10

：00 
JR

山
手
線 

目
黒
駅
「
東
口
改
札
」 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

      
参
加
者
全
員
で
揃
っ
て
左
記
自
然
教
育
園
に
歩
い
て
行
き
ま
す
‼ 

 
 

吟
行
の
場
所 

港
区
白
金
台 

自
然
教
育
園 

（
港
区
白
金
台
五-

二
十
一-

五 

電
話
：0

3
-3

4
4
1
-7

1
7
6
 

） 

 
 

※
交
通
手
段 

J
R

山
手
線
目
黒
駅
東
口
、
東
急
目
黒
線
目
黒
駅
よ
り
目
黒
通
り
を
東
へ
徒
歩
約1

0

分 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
、
都
営
地
下
鉄
三
田
線
白
金
台
駅
１
番
出
口
よ
り
目
黒
通
り
を
西
へ7

分 

 
        

吟
行
は
目
黒
駅
集
合1

0

時
～1

2

時1
5

分 

自
然
教
育
園
出
口
集
合
（
入
場
時
に
指
定
）
ま
で
。 

       

出
口
集
合
時
間1

2

時1
5

分
ご
ろ
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
、
左
記
句
会
場
所
に
移
動
。 

       

句
会
場
所 

品
川
区
東
五
反
田
２
丁
目
１
０
の
１
「
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
グ
ラ
ン
ス
カ
イ
」
２F

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」 
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孤
舟
選
者
が
玄
関
鍵
を
持
参
。
句
会
か
ら
ご
参
加
の
方
は
正
面
玄
関
に
て
星
田
ま
で
お
電
話
を 

く
だ
さ
い
！
す
ぐ
お
迎
え
に
上
が
り
ま
す
。（
星
田
携
帯
：080-8870-8201

） 

      
勝
手
な
が
ら 

昼
食
（
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
）
を
準
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
税
込
み9

8
0

円
で
す
） 

 
 
 
 
 
 

お
弁
当
が
不
要
な
方
は
、
星
田
宛
ご
出
句
の
時
に
、
お
申
出
く
だ
さ
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖ 

 

❖
❖
❖
❖
❖ 

 

❖
❖
❖
❖
❖ 

【
青
葉
会
報
】 

一
、 

大
型
連
休
中
は
み
な
さ
ま
ご
家
族
で
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
方
も
多
か
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
最
中
の
寒
さ
に

は
吃
驚
致
し
ま
し
た
が
、
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
な
毎
日
で
し
ょ
う
か
。
４
月
句
会
は
ほ
ぼ
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
が
ご
出

席
、
結
果
は
十
点
越
え
が
お
二
方
、
康
敏
さ
ん
と
昇
さ
ん
、
そ
れ
に
長
ら
く
句
会
ご
欠
席
の
紀
久
男
さ
ん
、
卒
寿
の
仲
間

入
り
を
さ
れ
た
と
そ
の
句
で
知
っ
た
盛
雄
さ
ん
等
が
高
得
点
で
し
た
。
青
葉
会
も
今
年

9
0

代
に
な
ら
れ
る
、
或
い
は
な

ら
れ
た
方
々
が
、
尚
お
元
気
で
研
鑽
を
続
け
て
お
ら
れ
る
お
姿
に
頭
が
さ
が
り
ま
す
。 

 

二
、 

前
回
三
月455

回
青
葉
会
報
掲
載
句
「
雉
鳴
く
や
潟
の
静
寂
を
切
り
裂
け
り
」
に
於
け
る
コ
メ
ン
ト
に
発
し
、
作

者
の
熊
谷
國
男
さ
ん
か
ら
「
切
り
裂
け
り
」
の
分
析
・
・
ご
自
身
も
そ
の
師
か
ら
、
こ
こ
に
あ
る
完
了
の
助
動
詞

「
り
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
助
動
詞
は
「
く
せ
者
」
な
の
で
十
分
に
注
意
す
る
よ
う
に
、
と
事
あ
る
ご
と
に
説
明
を
受

け
て
き
た
特
別
の
思
い
の
あ
る
助
動
詞
と
の
こ
と
・
・
と
し
て
、
考
察
文
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
私
ど
も
の
今
後
の
作

句
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
ご
了
解
を
い
た
だ
き
茲
に
全
文
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

１
．
切
れ
字
「
け
り
」
に
つ
い
て 

切
れ
字
「
け
り
」
は
過
去
・
詠
嘆
・
気
付
き
の
助
動
詞
で
活
用
語
の
「
連
用
形
」
に
接
続
す
る
。 

そ
れ
な
ら
ば
。「
切
り
裂
け
り
」
の
「
け
り
」
は
「
切
り
裂
く
」
の
連
用
形
に
接
続
し
て
い
る
の
か
。 

「
切
り
裂
く
」
は
他
動
詞
で
カ
行
四
段
活
用
。
未
然
形
～
命
令
形
ま
で
は
活
用
語
尾
は
「
か
・
き
・
く
・
く
・
け
・
け
」
と
な

る
。「
け
り
」
に
接
続
す
る
に
は
連
用
形
の
「
切
り
裂
き
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
句
は
「
切
り
裂
」
に
「
け
り
」

が
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
「
切
り
裂
」
で
は
言
葉
に
な
っ
て
い
な
い
。「
け
り
」
と
い
う
助
動
詞
は
こ
の
句
に
は
存
在
し
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

２
．
「
切
り
裂
け
り
」
を
文
法
的
に
分
解
す
る
と
、「
切
り
裂
け
」
と
「
り
」
と
な
る
。「
切
り
裂
け
」
は 

 
 

「
切
り
裂
く
」
の
已
然
形
、「
り
」
は
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
終
止
形
で
、
サ
変
の
未
然
形
と
四
段
の
已
然
形
に
接
続
す
る
。

活
用
語
尾
は
未
然
形
～
命
令
形
ま
で
「
ら
・
り
・
り
・
る
・
れ
・
れ
」。 

 

（
サ
変
・
四
段
の
命
令
形
に
接
続
す
る
と
い
う

説
も
あ
る
。） 

※ 

用
言
の
活
用
形
は
未
然
形
、
連
用
形
、
終
止
形
、
連
体
形
、
已
然
形
、
命
令
形
の
６
つ
。 

 
 

 
 

「
輝
け
り
」
や
「
艶
め
け
り
」
な
ど
も
同
じ
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
接
続
し
た
言
葉
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

§
§
§
§
§ 

併
せ
て
、
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
高
橋
康
敏
さ
ん
か
ら
も
一
文
を
頂
戴
し
、
理
解
を
得
ま
し
た
の
で
茲
に
一
部
引
用
さ
せ
て 

戴
き
ま
し
た
。 

「
三
月
会
報
六
頁
の
熊
谷
国
男
さ
ん
の
「
雉
鳴
く
や
潟
の
静
寂
切
り
裂
け
り
」
に
対
す
る
拙
評
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の 

で
、
取
下
げ
致
し
ま
す
。
尚
、
下
五
の
「
裂
け
り
」
は
「
裂
く
」
の
已
然
形
「
裂
け
」
＋
完
了
存
続
の
助
動
詞
「
り
」 

で
、
過
去
回
想
の
助
動
詞
「
け
り
」
（
切
字
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
不
注
意
で
し
た
。
」 
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三
、
孤
舟
選
者 

近
詠 

鰈
干
す
浦
曲
の
風
を
捌
き
つ
つ 

 
 
 
 
 

ペ
ガ
サ
ス
に
な
ら
ん
と
仔
馬
広
野
駆
く 

 
 

ペ
ン
ダ
ン
ト
背
中
に
廻
し
潮
干
狩 

 
 
 
 

雲
雀
野
を
風
と
な
る
ま
で
歩
き
け
り 

 
 

数
珠
子
に
は
蛙
に
な
る
を
未
だ
知
ら
ず 

 

四
、
関
係
者
近
詠 

事
故
現
場
に
献
花
一
束
雪
を
呼
ぶ 

 
 
 
 
 

眞
希
子 

 
 

 

近
く
な
く
遠
く
な
く
立
つ
初
筑
波 

 
 
 

陽
亮 

 
 

冬
う
ら
ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
間
に
屋
台 

 
 
 
 
 

仝 
 

 
 

出
初
式
大
空
濡
れ
て
滴
れ
る 

 
 
 
 
 
 

仝 

女
手
に
繕
ふ
垣
根
虎
落
笛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

 
 

老
い
て
独
り
寒
九
の
風
呂
を
怖
れ
け
り 

 
 

仝 

初
釜
へ
畳
紙
に
揃
へ
帯
小
物 

 
 
 
 
 
 
 
 

弘
子 

 
 

 

腰
痛
の
鬼
遣
ら
へ
ど
も
遣
ら
へ
ど
も 

 
 
 

仝 

這
ひ
這
ひ
の
一
気
の
速
さ
冬
日
差
し 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

 
 

梅
東
風
や
未
だ
に
明
け
ぬ
心
の
喪 

 
 
 
 

仝 

さ
さ
が
き
の
大
根
い
し
る
の
貝
焼
へ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

 
 

さ
な
き
だ
に
冷
え
し
心
に
寒
戻
る 

 
 
 
 

仝 

一
行
の
風
切
る
声
や
寒
念
仏 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

仝 
 

 
 

針
供
養
妻
の
遺
影
に
斯
く
斯
く
と 

 
 
 
 

仝 

石
垣
に
鉞
の
反
り
紅
白
梅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

野
崎
村
の
廻
り
舞
台
や
梅
一
枝 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

ア
ネ
モ
ネ
の
花
に
安
堵
の
目
を
落
と
す 

 
 
 
 
 

仝 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
―
―
―

「
森
の
座 

五
月
号
よ
り
」
選
者 

横
澤
放
川
（
日
経
俳
壇
選
者
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 

令
和
五
年
五
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


